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共 催 

高松市歴史民俗協会 

高松市文化財保護協会 

高松市教育委員会 



 

１ 

片
原
町 

高
松
中
央
商
店
街
の
丸
亀
町
壱
番
街
前
三
町
ド
ー
ム
（
丸
亀
町
、
片
原
町
、
兵
庫
町
）
か
ら
東
へ
伸
び
る
の

が
片
原
町
商
店
街
で
あ
る
。
元
は
高
松
城
の
外
堀
に
面
し
た
堀
端
通
り
で
、
江
戸
時
代
の
初
め
ま
で
は
「
片
町
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
）
の
高
松
城
下
の
様
子
を
描
い
た
「
生
駒
家
時
代
讃

岐
高
松
城
屋
敷
割
図
」
に
は
も
う
「
か
た
は
ら
町
」
の
記
述
が
見
え
る
。
近
世
の
高
松
五
街
道
の
う
ち
志
度
街

道
、
長
尾
街
道
は
こ
の
片
原
町
を
通
っ
て
志
度
、
長
尾
へ
伸
び
て
い
た
。 

明
治
の
世
と
な
っ
て
城
主
の
松
平
家
が
東
京
に
移
る
と
、
高
松
城
の
維
持
管
理
は
打
ち
捨
て
ら
れ
て
、
外
堀

は
徐
々
に
埋
ま
り
始
め
、
城
と
城
下
町
を
つ
な
ぐ
常
盤
橋
以
外
に
も
城
内
に
通
じ
る
橋
が
い
く
つ
も
架
け
ら
れ

た
。
現
在
の
こ
と
で
ん
片
原
町
駅
前
に
あ
っ
た
両
町
橋
（
内
町
と
片
原
町
を
結
ぶ
）
や
、
中
央
通
り
の
兵
庫
町

横
断
歩
道
の
中
央
分
離
帯
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
名
残
を
留
め
て
い
る
八
雲
橋
な
ど
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。 

明
治
三
十
年
過
ぎ
（
一
九
〇
〇
年
頃
）
に
は
、
外
堀
は
狭
い
下
水
路
と
し
て
そ
の
姿
を
残
す
ま
で
と
な
り
、

埋
め
立
て
ら
れ
た
跡
に
は
町
屋
が
立
ち
並
ぶ
よ
う
に
な
る
。
現
在
の
片
原
町
商
店
街
の
北
側
の
家
並
み
が
外
堀

の
跡
で
あ
る
。 

 

２ 

華
下
天
満
宮 

 

片
原
町
の
フ
ェ
リ
ー
通
り
横
断
歩
道
を
西
へ
渡
っ
て
二
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
あ
る
細
い
路
地
を
左
（
南
）
へ

折
れ
る
と
突
き
当
り
が
華
下
天
満
宮
で
あ
る
。
元
は
現
在
地
よ
り
も
東
寄
り
に
あ
っ
た
が
、
生
駒
親
正
が
高
松

城
を
築
い
た
際
に
現
地
に
移
し
て
祈
祷
し
、
高
松
城
の
守
り
と
し
た
た
め
社
殿
が
高
松
城
の
方
角
で
あ
る
北
に

向
い
て
い
る
。
別
名
を
北
向
き
天
神
と
呼
ば
れ
る
所
以
で
あ
る
。 



 

郷
土
の
文
豪
菊
池
寛
が
、
金
の
無
心
に
訪
れ
る
高
松
出
身

と
称
す
る
来
客
に
対
し
て
「
君
、
片
原
町
の
古
天
神
さ
ん
っ

て
、
ど
っ
ち
向
い
て
建
っ
て
る
か
知
っ
と
る
か
？
」
と
、「
高

松
検
定
」
の
題
材
に
し
た
神
社
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

 

華
下
天
満
宮
の
創
建
は
平
安
時
代
に
ま
で
遡
る
。
仁
和
二

年
（
八
八
六
）
、
讃
岐
国
司
と
し
て
任
地
に
赴
い
た
菅
原
道
真

は
、
当
時
野
原
と
呼
ば
れ
て
い
た
玉
藻
浦
東
浜
に
上
陸
し
、

こ
こ
の
長
命
寺
と
い
う
寺
で
一
夜
を
過
ご
し
た
。
住
持
の
増

圭
は
夜
通
し
道
真
を
も
て
な
し
、
こ
の
縁
で
道
真
と
増
圭
は

在
任
中
、
深
く
親
交
を
結
ん
だ
。 

 

任
期
を
終
え
て
帰
京
に
臨
ん
だ
道
真
は
増
圭
に
深
く
感
謝

し
、
自
筆
の
画
像
を
増
圭
に
贈
っ
て
都
へ
去
っ
た
。
後
の
延

喜
三
年
（
九
〇
三
）
、
道
真
が
大
宰
府
で
亡
く
な
っ
た
と
の
知

ら
せ
を
聞
い
た
増
圭
が
、
道
真
の
自
画
像
を
御
神
体
と
し
て

一
社
を
建
立
し
た
の
が
華
下
天
満
宮
の
起
こ
り
と
い
う
。 

 

長
命
寺
は
、
後
に
こ
の
寺
に
入
っ
て
修
業
を
積
ん
だ
修
行

僧
の
名
に
因
ん
で
愛
光
院
と
改
め
ら
れ
幕
末
ま
で
続
い
た
。

ま
た
、
生
駒
親
正
が
寄
進
し
た
社
領
は
福
光
免
と
呼
ば
れ
た

が
、
後
に
城
下
町
の
拡
大
に
伴
っ
て
福
田
町
と
な
り
現
在
に

至
っ
て
い
る
。 

  



 

    

・
・
高
松
藩
中
の
町
奉
行
与
力
で
あ
っ
た
西
川
藤
左
衛
門
久
邦
と
い
う
天
神
信
仰
家
が
不
思
議
な
示
現
に
よ

っ
て
、
紛
失
さ
れ
て
い
た
菅
公
直
筆
の
尊
像
を
入
手
し
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
訳
は
こ
う
で
あ
る
。 

 

家
人
の
者
が
外
出
し
た
の
で
藤
左
衛
門
が
、
一
人
留
守
居
番
を
し
て
い
る
と
、
コ
ク
リ
コ
ク
リ
と
居
眠
り
を

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
夢
う
つ
つ
と
な
く
、
白
衣
に
エ
ボ
シ
を
つ
け
た
老
人
が
来
て
「
た
だ
今
、
菅
神
が
御
光
臨

あ
る
か
ら
家
内
を
清
め
て
待
た
れ
よ
」
と
言
う
の
で
、
承
知
し
ま
し
た
と
答
え
た
つ
も
り
で
返
事
を
し
て
、
ま

た
う
つ
つ
と
な
く
居
眠
り
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
先
の
老
人
が
、
ま
た
や
っ
て
来
て
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
繰
返
し

言
っ
た
。
そ
れ
で
も
藤
左
衛
門
は
、
ま
だ
居
眠
り
を
し
て
い
る
と
、
こ
の
老
人
は
、
い
か
り
大
声
で
「
菅
神
は
、

た
だ
今
、
お
い
で
に
な
っ
た
、
油
断
を
さ
れ
た
な
・
・
・
」
と
叫
ぶ
の
で
藤
左
衛
門
が
、
ハ
ッ
ト
す
る
と
こ
ろ

へ
、
今
度
は
門
を
ド
ン
ド
ン
叩
く
者
が
あ
る
。
藤
左
衛
門
は
、
出
て
行
く
と
「
菅
神
の
画
像
は
望
み
な
さ
ら
ん

の
か
」
と
い
っ
て
、
置
い
て
行
く
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
藤
左
衛
門
は
不
思
議
に
思
っ
て
門
外
へ
出
て
見
る
と
、

も
う
そ
の
人
の
姿
は
な
く
、
置
か
れ
て
あ
る
そ
の
画
像
を
拝
見
す
る
と
、
世
の
常
に
見
ら
れ
ぬ
よ
う
な
画
像
で

あ
っ
た
か
ら
、
大
切
に
所
持
し
て
お
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
よ
り
三
年
を
経
て
、
怪
事
が
た
び
た
び
起
っ
た
。 

 

あ
る
夜
の
夢
に
、
菅
神
が
出
現
さ
れ
て
「
願
は
く
ば
花
の
下
な
る
名
に
住
ま
ん
」
と
、
一
句
唱
え
ら
れ
た
の

で
、
藤
左
衛
門
は
、
は
じ
め
て
そ
の
画
像
の
こ
と
を
思
い
つ
き
、
画
像
を
こ
の
天
満
宮
に
お
さ
め
た
。
延
宝
三

年
（
一
六
七
五
）
二
月
二
十
五
日
の
と
き
で
あ
っ
た
。 

 

と
こ
ろ
が
、
そ
の
春
、
画
像
の
表
装
を
仕
か
え
の
と
き
、
裏
書
を
見
れ
ば
、
華
下
（
く
わ
か
の
）
神
像
な
こ

と
が
記
し
て
あ
っ
た
の
で
、
さ
て
は
道
真
公
が
、
か
っ
て
増
圭
へ
た
ま
わ
っ
た
画
像
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し

た
次
第
で
あ
っ
た
。
・
・ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
荒
井
と
み
三
「
高
松
今
昔
記
」
第
４
巻
） 

  



 

３ 

寺
町 

丸
亀
町
商
店
街
に
交
差
す
る
美
術
館
通
り
（
紺
屋
町
）
と
鍛
冶
屋
町
を
挟
ん
で
東
西
両
隣
の
区
画
は
、
現
在

で
も
寺
院
が
多
く
立
ち
並
ぶ
通
り
で
あ
る
。
丸
亀
町
か
ら
東
に
は
興
正
寺
別
院
や
無
量
寿
院
、
福
善
寺
、
中
央

通
り
か
ら
西
に
は
地
蔵
寺
、
正
覚
寺
、
東
福
寺
、
法
泉
寺
な
ど
が
あ
り
、
現
在
四
番
丁
ス
ク
エ
ア
と
な
っ
て
い

る
四
番
丁
小
学
校
跡
地
も
小
学
校
の
開
校
前
は
慈
恩
寺
、
大
本
寺
の
境
内
地
で
あ
っ
た
。 

こ
の
一
帯
は
古
く
は
寺
町
筋
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
生
駒
時
代
の
高
松
城
下
町
の
南
の
境
界
に
あ
た
る
。
広
い

境
内
地
や
伽
藍
を
有
す
る
寺
院
は
、
有
事
の
際
に
素
早
く
兵
を
集
結
さ
せ
て
城
下
町
の
防
衛
線
と
す
る
の
に
好

都
合
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
城
下
町
で
は
市
街
地
の
縁
辺
部
に
、
計
画
的
に
大
寺
院
が
配
置
さ
れ
た
。
寛

永
十
七
年
（
一
六
四
〇
）
と
文
政
年
間
（
一
八
一
八
～
一
八
三
〇
）
の
城
下
図
を
比
べ
る
と
、
前
者
で
は
紺
屋

町
と
鍛
冶
屋
町
の
東
西
に
ほ
ぼ
隙
間
な
く
寺
院
が
立
ち
並
ん
で
い
る
の
に
対
し
、
後
者
で
は
い
く
つ
か
の
寺
院

は
町
屋
に
姿
を
変
え
、
城
下
町
の
拡
張
と
と
も
に
現
在
の
天
神
前
や
亀
岡
町
に
新
た
に
寺
院
が
配
置
さ
れ
て
い

る
の
が
分
か
る
。 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
七
月
三
日
の
未
明
の
空
襲
に
よ
っ
て
、
高
松
市
は
市
街
地
の
ほ
ぼ
八
十
パ
ー
セ

ン
ト
を
焼
失
し
、
こ
の
寺
町
界
隈
で
も
多
く
の
寺
院
や
宝
物
が
失
わ
れ
た
。
戦
後
の
戦
災
復
興
土
地
区
画
整
理

に
際
し
て
、
高
松
市
は
寺
院
、
檀
家
、
仏
教
会
の
代
表
ら
と
協
議
を
重
ね
、
市
街
地
の
寺
院
墓
地
を
婆
ケ
池
や

摺
鉢
谷
に
新
た
に
造
成
し
た
市
営
墓
地
に
移
転
し
て
市
街
地
の
寺
院
の
敷
地
を
大
幅
に
縮
小
し
、
市
街
地
の
近

代
的
な
復
興
と
発
展
を
目
指
し
た
。 

  
 

   



 

４ 

興
正
寺
別
院 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
の
戦
災
前
に
高
松
市
内
に
は
百
九
十
八
の
寺
院
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
百
九
ケ

寺
が
浄
土
真
宗
、
真
言
宗
の
五
十
二
箇
寺
が
こ
れ
に
次
い
だ
と
い
う
。 

そ
の
真
宗
寺
院
の
一
つ
で
「
御
坊
さ
ん
」
の
名
前
で
親
し
ま
れ
て
い
る
興
正
寺
別
院
は
、
寺
伝
に
よ
る
と
天

文
年
間
（
一
五
三
二
～
一
五
五
五
）
に
興
正
寺
第
十
代
法
王
の
証
秀
が
香
東
郡
野
原
郷
野
方
（
現
在
の
福
岡
町

御
坊
川
畔
）
に
創
建
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
に
十
河
存
保
（
ま
さ

や
す
）
が
三
木
郡
池
辺
に
移
し
て
勝
法
寺
と
し
、
天
正
十
七
年
に
は
生
駒
親
正
に
よ
っ
て
百
五
十
石
の
寺
領
が

寄
進
さ
れ
た
。
さ
ら
に
三
代
生
駒
正
俊
は
、
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
に
現
在
地
に
移
転
せ
し
め
て
興
正
寺

別
院
と
し
、
そ
の
北
に
接
し
て
勝
法
寺
を
建
立
し
別
院
の
守
護
と
し
た
と
い
う
。
松
平
頼
重
も
坊
社
の
修
造
や

寺
領
百
五
十
石
を
寄
進
し
て
朱
印
地
と
す
る
な
ど
の
保
護
を
加
え
、
そ
の
法
灯
は
現
在
に
ま
で
受
け
継
が
れ
て

い
る
。
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
は
、
第
三
次
香
川
県
の
初
め
て
の
県
議
会
も
同
院
で
開
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
真
宗
寺
院
を
意
味
す
る
「
御
坊
」
は
、
興
正
寺
別
院
が
面
す
る
御
坊
通
り
や
福
岡
町
の
御
坊
川
の
地
名

の
由
来
と
も
な
っ
て
い
る
。 

三
千
坪
と
も
言
わ
れ
た
境
内
に
建
て
ら
れ
た
堂
宇
は
高
松
空
襲
に
よ
っ
て
焼
失
し
、
寺
宝
や
記
録
の
多
く
も

失
わ
れ
た
が
、
か
ろ
う
じ
て
難
を
逃
れ
た
史
料
が
三
木
町
の
常
光
寺
に
保
存
さ
れ
て
お
り
、
一
部
は
常
光
寺
文

書
と
し
て
香
川
県
立
文
書
館
で
も
閲
覧
で
き
る
。 

現
在
の
本
堂
は
、
信
徒
か
ら
の
浄
財
に
よ
っ
て
昭
和
二
十
五
年
に
着

工
し
、
八
箇
年
の
歳
月
を
経
て
昭
和
三
十
三
年
に
落
慶
法
要
が
営
ま
れ

た
。 

 

  



 

５ 

無
量
寿
院 

無
量
寿
院
は
、
真
言
宗
御
室
派
の
寺
院
で
紫
山
随
願
寺
と
い
い
、
京
都
仁
和
寺
の
末
寺
で
付
近
の
多
門

寺
、
西
福
寺
な
ど
六
箇
寺
を
末
寺
と
し
て
い
た
。
讃
岐
国
名
勝
図
会
に
は
、
本
堂
の
ほ
か
薬
師
堂
や
聖
天

堂
、
客
殿
、
経
蔵
な
ど
の
施
設
や
多
く
の
仏
像
が
あ
っ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

寺
伝
に
よ
る
と
、
天
平
年
間
（
七
二
九
～
七
四
九
）
に
行
基
菩
薩
が
坂
田
郷
室
山
の
麓
に
紫
雲
山
随
願

寺
を
創
建
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
弘
法
大
師
が
荘
厳
な
大
伽
藍
に
修
造
し
て
七
談
義
所
の
一
つ
に
も
数

え
ら
れ
た
。
空
海
へ
の
弘
法
大
師
号
の
追
贈
に
功
の
あ
っ
た
観
賢
が
、
理
源
大
師
聖
宝
に
そ
の
才
を
見
い

だ
さ
れ
た
の
が
こ
の
坂
田
郷
の
随
願
寺
で
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
の
ち
に
は
白
河
法
皇
や
亀
山
天

皇
か
ら
も
手
厚
い
保
護
を
受
け
た
た
め
、
両
天
皇
の
崩
御
に
際
し
て
当
地
に
白
河
陵
、
亀
山
陵
を
築
い
て

追
福
に
努
め
た
と
い
う
。
現
在
の
亀
岡
町
付
近
か
ら
石
清
尾
八
幡
神
社
付
近
で
あ
る
。 

天
文
年
間
（
一
五
三
二
～
一
五
五
五
）
に
戦
火
を
受
け
て
焼
失
し
、
野
原
庄
の
八
輪
島
へ
移
転
し
た
。

こ
の
時
の
寺
跡
が
、
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
の
再
開
発
事
業
に
伴
う
発
掘
調
査
で
確
認
さ
れ
て
お
り
、
梵
字
や

「
无
（
無
）
量
寿
院
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
た
瓦
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。 

天
正
年
間
（
一
五
七
三
～
一
五
九
二
）
に
は
、
生
駒
親
正
が
高
松
城
を
築
城
す
る
た
め
、
再
度
浜
ノ
町

に
移
転
し
た
。
こ
の
と
き
に
、
蓮
華
寺
と
吉
祥
寺
が
無
量
寿
院
の
塔
頭
と
さ
れ
た
。
次
い
で
明
暦
二
年
（
一

六
五
六
）
に
は
、
高
松
藩
の
御
船
蔵
の
建
設
に
伴
っ
て
三
度
中
村
（
現
在
の
中
央
公
園
の
南
付
近
）
に
移

転
し
、
さ
ら
に
は
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
に
藩
の
長
屋
を
建
設
す
る
た
め
に
御
坊
町
に
移
さ
れ
現
在
に

至
っ
て
い
る
。
往
時
の
伽
藍
は
高
松
空
襲
に
よ
っ
て
す
べ
て
失
わ
れ
、
境
内
の
理
源
大
師
像
、
倶
利
伽
羅

不
動
像
、
役
の
行
者
像
の
三
体
の
石
造
の
み
が
戦
前
の
姿
を
留
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

蛇
足
な
が
ら
、
無
量
寿
院
に
も
華
下
天
満
宮
と
同
様
な
菅
神
像
の
復
帰
譚
が
讃
岐
国
名
勝
図
会
に
載
せ

ら
れ
て
い
る
。 

 



 

 
 

霊
夢
に
よ
り
無
量
寿
院
の
菅
神
像
が
戻
っ
た
話 

仁
和
年
中
（
八
八
五
～
八
八
九
）
、
菅
原
道
真
が
讃
岐
国
司
と
し
て
赴
任
し
て
き
た
と
き
、
香
川
元
茂
と

い
う
者
が
無
量
寿
院
の
由
緒
を
申
し
上
げ
た
。
す
る
と
道
真
は
こ
の
寺
に
七
日
間
参
籠
し
、
そ
の
と
き
傍

ら
の
池
水
を
鏡
と
し
て
自
画
像
を
描
き
当
寺
に
納
め
た
。
そ
の
像
（
神
像
）
は
、
の
ち
に
当
寺
が
無
住
で

あ
っ
た
時
代
に
行
方
知
れ
ず
と
な
っ
て
い
た
が
、
あ
る
時
小
豆
島
草
壁
の
村
長
江
田
与
一
左
衛
門
祐
長
の

手
に
渡
っ
た
。
そ
の
後
、
与
一
左
衛
門
に
夢
の
お
告
げ
が
あ
り
神
像
の
由
緒
が
知
れ
た
こ
と
か
ら
、
神
像

は
晴
れ
て
無
量
寿
院
に
返
還
さ
れ
た
。
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
五
月
の
こ
と
で
、
神
像
の
箱
書
き
に
江

田
与
一
左
衛
門
の
名
前
と
と
も
に
そ
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
（
讃
岐
国
名
勝
図
会
巻
之
五
） 

 

 

※
談
義
所
は
、
仏
教
の
奥
義
に
つ
い
て
議
論 

す
る
場
の
こ
と
で
、
当
時
の
主
だ
っ
た
寺 

 

院
に
は
弟
子
僧
に
仏
教
の
教
義
や
作
法
を
伝

授
す
る
談
義
所
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。 

讃
岐
で
は
、
昌
泰
三
年
（
九
〇
〇
）
に
朝
廷

の
命
に
よ
り
七
談
義
所
が
設
け
ら
れ
た
。 

 （
さ
ぬ
き
市
立
鴨
部
小
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

『
ふ
る
さ
と
発
見
』
） 

 

 
 



 

６ 

新
橋
（
杣
場
川
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
片
原
町
商
店
街
を
東
に
辿
り
ア
ー
ケ
ー
ド
が
途
切
れ
た
と
こ
ろ
で
、
往
時
の
外
堀
は
北
に
折
れ
て
高
松
港
に

注
ぐ
が
、
外
堀
跡
と
別
れ
て
さ
ら
に
道
を
東
へ
三
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
進
む
と
新
橋
に
さ
し
か
か
る
。
か
つ
て
高

松
城
下
町
の
東
を
限
る
杣
場
川
に
架
か
っ
て
い
た
橋
で
あ
る
。
こ
の
杣
場
川
も
、
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）

ま
で
に
暗
渠
化
さ
れ
て
市
街
地
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
河
口
付
近
は
大
型
車
両
の
駐
車
場
や
杣
場
川
緑
道

と
し
て
そ
の
名
残
を
留
め
て
い
る
。
さ
ら
に
上
流
は
、
現
在
の
多
賀
神
社
付
近
ま
で
遡
上
し
、
さ
ら
に
藤
塚
町

へ
向
け
て
直
線
に
伸
び
て
い
る
の
が
城
下
絵
図
等
か
ら
読
み
取
れ
る
。 

 

か
つ
て
、
高
松
城
下
に
は
三
つ
の
港
が
あ
っ
た
。
藩
の
御
船
蔵
が
あ
っ
た
堀
川
、
新
湊
町
（
現
在
の
城
東
町

の
一
部
）
の
問
屋
街
を
控
え
た
東
浜
港
と
杣
場
川
河
口
で
あ
る
。
杣
場
川
河
口
に
は
港
は
な
か
っ
た
が
、
河
岸

か
ら
直
接
に
船
荷
を
揚
げ
下
ろ
し
た
。
荷
揚
げ
の
品
目
と
し
て
は
材
木
や
石
炭
（
明
治
時
代
以
降
）
、
積
み
出

し
品
目
は
塩
が
中
心
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
あ
た
り
の
材
木
問
屋
や
貯
木
場
の
た
た
ず
ま
い
を
御
記
憶
の
方

も
お
ら
れ
る
か
と
思
う
。 

 

新
橋
を
渡
っ
た
東
に
広
が
る
福
岡
町
は
、
初
め
は
御
坊
川
河
口
の
中
洲
に
開
か
れ
た
町
で
あ
っ
た
が
、
松
平

時
代
の
塩
田
開
発
に
よ
り
次
第
に
そ
の
領
域
を
広
げ
て
き
た
新
開
地
で
あ
る
。
既
に
生
駒
時
代
の
末
期
に
新
橋

か
ら
御
坊
川
の
河
口
に
向
け
て
八
丁
土
手
が
築
か
れ
（
現
在
の
市
道
福
岡
町
二
号
線
）
、
大
規
模
な
新
田
開
発

が
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
八
丁
土
手
の
北
側
に
古
浜
塩
田
（
元
禄
元
年
／
一
六
八
八
）
、
福
岡
西
新
浜
（
慶
応
二

／
一
八
六
六
）
が
相
次
い
で
開
か
れ
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
に
高
松
市
に
編
入
。
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）

に
沖
合
に
新
た
に
朝
日
町
が
造
成
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
次
第
に
工
業
地
帯
へ
、
次
い
で
市
街
地
へ
と
変

貌
を
遂
げ
、
昭
和
三
十
九
年
に
現
在
の
福
岡
町
一
～
四
丁
目
、
松
福
町
一
・
二
丁
目
に
住
居
表
示
が
整
備
さ
れ

た
。
福
岡
西
新
浜
は
、
高
松
競
輪
場
や
県
立
武
道
場
、
県
立
体
育
館
現
在
の
所
在
す
る
福
岡
町
一
・
二
丁
目
、

古
浜
塩
田
は
、
イ
オ
ン
高
松
東
店
や
高
松
市
立
体
育
館
、
同
市
斎
場
公
園
な
ど
が
所
在
す
る
福
岡
町
三
・
四
丁

目
に
相
当
す
る
。 
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図１ 寛永１７年（１６４０）ごろの高松城下屋敷割図に見られる寺町（上が北） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 文政年間（１８１８～１８３０）の城下絵図に見られる寺町（上が北） 
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挿
図 

無
量
寿
院
の
変
遷 

『
む
か
し
の
高
松 

第
十
八
号
』 

「
★
遺
跡
紹
介
★
高
松
城
跡
（
無
量
寿
院
跡
）」 

 

高
松
市
教
育
委
員
会 

平
成
十
七
年 

か
ら
引
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平成２９年１２月１７日（日） 

ふるさと探訪「寺町界隈を歩く」探訪ルート 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

片原町駅 

①華下天満宮 

②興正寺別院 

③無量寿院 

高野山讃岐別院 

④新橋（仙場川） 

１ 華下天満宮 

２ 興正寺別院 

３ 無量寿院 

４ 新橋（杣場川） 



 

１２月１７日（日）復路 

◆ことでん 

（上り）片原町(12:02)⇒高松築港(12:05) 

（下り）片原町(12:02)⇒瓦町(12:05) 

             

次回のふるさと探訪は… 

テ － マ 「法然寺をまるごと観る」（予定） 

 と  き 平成３０年１月２１日（日） 

      ９：３０～１２：００ごろ 

集合場所 法然寺十王堂前（予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

講   師 玉岡 嘉尚さん（法然寺とお成り街道ガイド） 

参 加 費 ３５０円（拝観料） 

☆公共交通機関を御利用ください。 

☆広報「たかまつ」１月１日号に開催案内を掲載しますので、御覧ください。 

☆小雨決行。当日、警報が発令された場合は、中止とします。 

なお、中止かどうかが御不明な場合、午前７時３０分～開始時間（９時３０分）までに 

文化財課（Tel 087-839-2660）でお知らせします。 

（電話が通じない場合は実施予定ですので、集合場所にお集まりください。） 

 

 
 

仏生山小学校 

法然寺 

前池 

ちきり神社 

十王堂 



 

 

「ふるさと探訪」に 

参加される皆様へ 

※参加中は、次のことに充分留意し、意義のある探訪としましょう。 

 

１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょう。 

  （必ず歩道を歩き、歩道が無いところでは、 

道路の端を一列で歩きましょう。） 

 

２ 無理をせず、体調には十分気を付けましょう。 

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。 

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気を 

  つけましょう。 

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。 


